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第５回

鳥取市青谷町地域生活交通協議会 



① 朝・ 夕バス運行の今後の方向性
 ・ 朝・ 夕のバスと日中のバスでは、利用者や乗車人数等状況が異なるため、朝・ 夕の交通手段 

と日中の交通手段は切り離して検討していく 。  

 ・ 朝の便について、小畑線、桑原線、養郷線、栄町線をバス２台体制で運行することは可能。 

・ 絹見、長和瀬については、絹見バスを長和瀬まで路線延長することで対応可能。 

 ・ 夕方の便について、小畑線、桑原線、養郷線、栄町線は現行の運行方法を継続することで 

バス２台での運行が可能。 

 ・学校が午前中の場合は、小畑線、桑原線、絹見・長和瀬線の３路線を臨時便等で対応が必要。 

○事業所との協議について
＜主な協議事項＞ 

 ・ 路線バス撤退後、バス２台で朝２便、夕２便の計４便を運行することについて 

・ 運転手の確保について 

・ バスの調達や運行経費について 

・ 冬のバス路線の除雪状況について 

・ 学校行事等の把握や対応について 

・ 日中の交通手段について 

・ 既存路線バスの撤退時期について 

＜検討・ 確認事項＞ 

 ・ 運転手の勤務条件や確保等について 

 ・ 費用面について 

＜まとめ＞ 

 ・ 朝・ 夕のバスの運行台数や便数について、実施可能であることを確認できた。  

・ 運転手の確保や雇用条件、費用面等で引き続き、検討していく必要がある。  

・ 検討事項等あるが、全体的に前向きな協議を行うことができた。 



② 日中の生活交通の主な方法と特徴について
 ・ 朝夕の時間帯の交通手段と日中の交通手段は、利用者内訳や利用者数等条件が異なるため、

切り離して検討していく 。  

 ・ 日中の交通手段は、利用者の利便性や町内タクシー事業所の事務負担も考慮しながら、タク

シー事業所が継続して営業できるよう、どの方法がベストか検討していく 。  


